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、漏出性出血を， 2 例 (896) に肉眼的出血巣が認められたの細小血管周囲出血はその出血惹起血管の





















実験犬剖検脳:犬20頭を用い左側々頭部硬Jl英外にゴム嚢を挿入しコーム褒内に 3.Occ--6. Occ の水を
注入することにより任意の頭蓋内圧尤進状態を作成した。 24時間ないし96時間後剖検し脳幹部出血性
病巣を検索した。
実験犬20例仁IJ 18例 (90%) に細小r[llYì:周囲漏出性出血及び、小動脈破綻性出 J[fl巣を認めた。その病理
組織学的所見及び好発部位は頭部外傷脳の所見と酷似していた口
出血性病巣の発生の特徴は頭蓋内圧克進状態が高度例 (4.5cc 以上注入，平均頭蓋内圧 118mmHg)




























び上大静脈症候群剖検脳 3 例に於ける脳幹部出血性病巣と対比したD 更に実験的に犬20頭を用い頭蓋
内圧克進状態を作成しその剖検脳についても外傷脳と比較した。
〔成績ならびに総括〉







4. 以上の所見より頭部外傷吉Jj検脳の脳幹部出血性病巣の成因に受傷後 2 次的に惹起される頭蓋内圧
充進が重大な役割を果していると推論出来る。
